
Exocad操作方法



データ入力（お客様サイド）の方法

BBC_Mytis_ArrowImplant（インプラント、チタンベースが
入っているデータ）はlibrary→implantに格納してもらう。
（フォルダーごと入れる）

BBC_3D_Analog（レプリカB-HEX3D）は
library→modelcreator→implantsに格納してもらう。
（フォルダーごと入れる）
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BBCの場合・・・



こちらのexocadv3.1からスタート



ソフトを開いた最初の画面です。顧客、氏名などを登録します。こちら
を登録しないと先に進めません。

作成する歯牙を選択します。

今回は７の補綴物を作成するので
47をクリックすると画面が切り替わ
ります。



① ②

フルクラウン→ジルコニア→スクリューリテンションを選択します。
最後に「了解」をクリックします。

③



①対合歯を自動的に選択してくれるので隣在歯を決めます。

②46か48の歯を選択します。
次画面で隣在歯/正常歯→健全→了解を
選択。
Ctrlを押しながらもう片方の歯をクリック
すると自動的に隣在歯に認識されます。



全てのステータスが入力できたら保存ボタンを押すと右側
の「操作」の選択ができるようになります。
こちらの「デザイン」を選択します。

デザインを選択すると
DentalCADが立ち上がります。



データの保存場所を開き、各スキャンデータを取り込みます。
（スキャンデータを保存する場所は決めておく。）

下顎：ロード顎全体なので
「lowerjaw」を選択



次に下顎：ロードスキャンマーカー（スキャン）とあるのでスキャンマーカーを
選択。同じく上顎：ロード対合歯を選択します。



欠損部位、対合歯が読み込めたので向きを合わせて「次へ」をクリック。
この時点では対合歯は使わないので非表示にしておくと作業がしやすい。

ここで表示、非表示が
選択できます。



インプラントの選択
（Brainbase
CorporationMytisArrowImplant）

インプラントtypeの選択 アバットメントの選択



全ての選択が終わるとこちらの画面に
なりますが「とにかく使う」をクリック。



図のマークと同じ部分をクリック。

長いほう

短いほう

※短いほうの側面をクリック。
DscanN-S,W-Sの場合は斜めにカットさ

れている面の下にほうをクリックすると
マッチしやすい。

Dscan-N-S

Dscan-W-S

Dscan-N-L

注：Dscan-N-Lの場合はインプラントtypeの選択画面で
ホワイトスキャンマーカーを選択してください！！

Dscan-N-SとDscan-W-Sの場合はDscanmarkerを選択し
てください。



赤いマークの部分をクリックするとスキャンマーカーと認識
した部分が重なります。
（この時点ではピッタリ重なっていなくてもOK）



「ベストフィットマッチング」をクリックするとキレイに重なり
ます。うまくいかない場合は長さの調節をするとマッチしや
すいです。
それでもダメな場合はデータをとり直してもらってください。

長さはこちらで調節できます



全て完了すると選択したアバットメントが表示されます。
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